冷間鍛造品の中間焼きなまし硬さの均一化

～熱処理条件の適正化～

概 　要

　当社は，自動車部品用冷間鍛造品の半製品を主体に供給している。当該品の材質は，

クロムモリブデン鋼SCM415Hで，所定寸法の丸棒の据え込み後，中間焼きなましを行う。顧客の要求硬さは，ロックウェル硬さ（Ｂスケール）７０～７８である。

熱処理炉を新設したが，当初設定の熱処理条件では，製品硬さのバラツキが大きく,

要求硬さ,および許容範囲に収まらず,高い不良率となった。

専門家の支援により,炉内温度分布,および昇温・降温速度などを考慮した熱処理条件の設定により,不良率の大幅な低減を図ることができた。

	企業名
	三栄工業有限会社

	（坂東市）

	業   種
	金属素材加工（鍛造）

	資 本 金
	３，０００千円

	従 業 員
	９人

	生産品目
	エンジン部品素材

	
	

	テクノエキスパート

	重松　道弘（民間企業系）
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　　　　　図　予想良品率の推移

支援内容

　　新設の熱処理炉（電気炉）に適した熱処理条件の設定により，製品の硬さ不良を大幅に低減した。
１．硬さの熱処理パラメータ分析による熱処理条件（熱処理温度、保持時間）の設定 

２．硬さの統計処理による予想不良率の推定

成　　果

１．予想不良率の大幅な低減が実現できた。

２．統計的な品質管理手法が習得できた。

３．材料及び熱処理に関する基礎知識のレベルアップができた。

支援効果　

熱処理技術の確立と入荷材料から製品出荷までの品質管理が定着できた。
















